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REW の使い方 

2021/04/17 

音響測定ソフト Room EQ Wizardの使い方 

無償 PCソフト Room EQ Wizard（REW）は、音響測定の必須ツールといっていいぐらい、本来難しい音響測
定を楽にしてくれます。特に、反射音成分を除去し、あたかも無響室中で測定したかのようなデータが得ら
れる疑似無響室測定は、スピーカーの素の特性を知ることができるとても有用な機能です。 

強⼒なツールなのですが、使い始めた当初は操作⽅法に⼾惑うことが多く、特に初期設定が分かりにくいと
感じました。私は REWを使い始めてから日が浅く、決して精通しているわけではありませんが、一通り
REWを動かせるようになったので、使い⽅を文書として記録しようと思い立ちました。 

なお、ここで対象としている REWのバージョンは、V5.20 β40です。 

初期設定 

使用前に以下の設定が必要です。 

 入出⼒デバイスの指定 

 マイクロフォンのキャリブレーション 

 SPLメーター（音圧計）のキャリブレーション 

入出力デバイスの指定 

Fig. 1に示す機器構成に対する設定を行
います。 

入⼒デバイスには USBマイクロフォン
の Dayton Audio UMM-6、出⼒デバイス
には USB DACである KORG DS-DAC-10

を用いることとします。 

Fig. 2に入出⼒デバイスを設定するダイ
アログボックスを示します。メイン画面
の Preferences（レンチのアイコン）をク
リックすると表示されます。Soundcard

タブをクリックし、入出⼒デバイスを指定します。 

Driversボックスで、ドライバーを選択します。Javaと ASIOの二者択一です。この場合のように、入⼒と出
⼒で別々のデバイスを使う場合は、Javaを選択します。Javaを選んだ場合は、Windowsの設定でデバイスを
選択します。Output Deviceボックスと Input Deviceボックスは、双⽅とも Default Deviceとしておきます。
Sample Rateボックスでサンプリングレートを指定します。出⼒デバイス（DS-DAC-10）は 192kHzまでサポ
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ートしていますが、
20kHzまで歪みなく出
⼒できれば良いの
で、96kHzとしまし
た。出⼒するチャン
ネルはどちらでも良
いのですが、左チャ
ンネルとしました。
その他の設定はデフ
ォルト値のままにし
ておきます。 

サウンドカードのキ
ャリブレーションや
レベルチェックの機
能が提供されていま
すが、その必要はな
いと判断し、使わな
いことにしました。 

実際の入出⼒デバイ
スの設定は、Windows

の設定画面で行います。 

Windowsメニューから設定を
選択します。［Windowsの設
定］画面から［システム］−
［サウンド］を選択します。
［サウンド］画面で、入⼒デ
バイスに UMM-6を指定します
（Fig. 3）。 

画面下⽅の［アプリの音量と
デバイスの設定］をクリック
します。音量は最大にしま
す。REWの入出⼒デバイスと
して DS-DAC-10と UMM-6を
指定します（Fig. 4）。 

マイクロフォンのキャリブ
レーション 

次に、REWの Preferencesダイ
アログの CalFilesタブをクリッ
クし、マイクのキャリブレーション・ファイルを指定します。USB DACのような純電子的なデバイスはキャ
リブレーションの必要性は低いと思いますが、マイクは特性にバラツキがあるので、キャリブレーションが
必要です。 

Fig. 2 

Fig. 3 
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マイクのメーカーの Dayton 

Audioのウェブサイトをアクセ
スし、機種名とシリアル番号を
入⼒し、キャリブレーション・
ファイルをダウンロードしま
す。そのファイル名を自分にと
って分かりやすい名前に変更
し、分かりやすい場所（フォル
ダー）に保存します。そのパス
をMic cal filesのボックスで指定
します（Fig. 5参照）。 

SPLメーターのキャリブレー
ション 

スピーカーから実際に音を出
し、その音圧を音圧計（Phonic 

PAA3）で測定し、REWに入⼒
します。 

まず、マイクをスピーカーから
1mの距離に置きます。そのすぐ
そばに音圧計を置きます。 

REWのメイン画面で SPL Meterの
アイコンをクリックします。SPL 

Meterの画面が表示されます（Fig. 

6）。Calibrateボタンをクリックし
ます。Choose Signalダイアログ
（Fig. 7）が表示されますので、
Use REW speaker cal signalを選択
します。OKボタンをクリックす
ると、テスト信号が出⼒されると
ともに SPL Reading Calibrationダ
イアログ（Fig. 8）が表示されま
す。 

アンプのボリュームを調整し、や
や大きめの音量にします（80dBぐらい）。音圧計の指示値をダイアログに入⼒し、Finishedボタンをクリッ
クします。これで、キャリブレーションは終了です。 

 

以上ですべての初期設定が完了です。設定内容は自動的に保存されますので、以後再設定の必要はありませ
ん。 

 

 

 

Fig. 4 

Fig. 5 
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スピーカーの周波数特性の測定 

疑似無響室測定により、部屋の音響（床や壁からの反射音）の影響を排除し、スピーカー本来の周波数特性
を測定します。 

準備 

可聴帯域全域の周波数特性を正弦波スイープにより測定しますが、低音域と高音域をそれぞれ測定し、両者
のデータを合成することにより全域の特性を求めます。低音域はニアフィールドで、高音域はファーフィー
ルドで測定します。 

境界周波数の計算 

測定対象のスピーカー・ユニット（SPユニット）の振動板の実効半径（a[cm]）から、境界となる周波数
（fm[Hz]）を次の計算式で求めます。マルチウェイ・スピーカーの場合は、ウーファーの実効半径を用いま
す。 

fm = c / (2πa) 

ただし、cは音速で 34,500[cm/sec]とする  

マイク位置の決定 

ファーフィールド測定時は、SPユニットの軸上 1mの距離にマイクを設置します。マルチウェイ・スピーカ
ーの場合は、ツィーターから 1mの距離とします。 

ニアフィールド測定時は、次式により SPユニットとマイクの距離（d[cm]）を計算します。 

d = 0.11 × a 

ただし、a[cm]は SPユニットの振動板の実効半径（マルチウェイの場合はウーファーの実効半径） 

ニアフィールド測定 

マイクの設置 

マイクをニアフィールドに設置します。マルチウェイ・スピーカーを測定する場合は、ウーファーの軸上
d[cm]の位置に設置します。 

Fig. 6 

Fig. 7 

Fig. 8 
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REWの設定 

REWのメイン画面のMeasureアイコ
ンをクリックし、Make a 

measurementダイアログボックス
（Fig. 9）を表示させます。 

Nameボックスに、後で測定内容が
分かるように、適当な名前を書き込
みます。ニアフィールド測定である
ことが分かるような名前にしておき
ます。 

Rangeは 20Hz〜20kHzとします。 

Lengthのデフォルト値は 128kです
が、精度を上げるために 512kを選
択します。 

他の設定はデフォルト値のままとし
ます。 

Check levelsボタンをクリックしま
す。テスト信号が出⼒されます。音
圧レベルが高すぎたり低すぎたりすると、エラーメッセージが表示されます。アンプの音量を調整して再度
Check levelsボタンをクリックします。Level OKが表示されるまでこの操作を繰り返します。 

以上で設定完了です。 

測定 

Startボタンをクリックします。なるべくマイクから離れて、測定終了を待ちます。 

ファーフィールド測定 

マイクの設置 

マイクをファーフィールドに設置します。マルチウェイ・スピーカーを測定する場合は、ツィーターの軸上
1[m]の位置に設置します。 

REWの設定 

REWのメイン画面のMeasureアイコンをクリックし、Make a measurementダイアログボックス（Fig. 9）を表
示させます。 

Nameボックスに、後で測定内容が分かるように、適当な名前を書き込みます。ファーフィールド測定である
ことが分かるような名前にしておきます。 

その他の設定はニアフィールド測定時と同じです。 

Check levelsボタンをクリックします。ニアフィールド測定時と同様にアンプのボリュームを調整します。 

測定 

Startボタンをクリックします。なるべくマイクから離れて、測定終了を待ちます。 

反射音成分の除去 

メイン画面（Fig. 10）の Impulseボタンをクリックして、インパルス応答を表示させます（Fig. 11）。入⼒デ
ータを逆フーリエ変換して求めた波形が表示されます。 

メイン画面の IR Windowsアイコンをクリックして、IR Windowsダイアログボックスを表示させます（Fig. 

12）。 

Fig. 9 
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Left Windowボックスを 2.00msに変更します。インパルス応答の波形を見て、イ
ンパルスの後のリンギングが収まる時点を読み取り、その時間を Right Windowボ
ックスに書き込みます。 

リンギングが収まった後に再び SPLが変化しますが、これが床からの反射音です。これがウィンドウの外に
なるように Right Windowを設定すれば反射音を除去できるわけです。 

床からの反射音がマイクに到達するタイミン
グは、計算によって求めることもできます。
Fig. 13のように、SPユニットとマイクの床
からの高さが 1m、SPユニットとマイクの距
離が 1mとすると、床からの反射音の経路
は、直接音の経路よりも約 1.24m⻑くなりま
す（1.24 = 1.12 + 1.12 - 1、反射音の経路の⻑
さはピタゴラスの定理や三角関数を使って計
算できます）。音速を 345m/secとすると、
反射音は直接音より 3.6msecほど遅れてマイ

Fig. 13 

Fig. 10 

Fig. 12 

Fig. 11 

-2ms 2.5ms 
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クに到達します。この値を用いてウィンドウを設定することも可能ですが、音速は気温と気圧によって変化
しますし、床より近い反射面があれば、そちらからの反射音はより早く到達するので、波形を見てウィンド
ウを設定するのが良いと思います。 

ウィンドウ設定値が決まったら、Apply Windowsボタンをクリックします。 

周波数特性の合成 

メイン画面の All SPLボタンをクリックし、Controlsアイコンをクリックします。オプション・メニューが表
示されます。Trace arithmeticボタンをクリックします（Fig. 14）。Trace arithmeticダイアログボックスが表示
されます。 

Trace arithmeticダイアログボックス（Fig. 15）中、以下のように設定します。 

 A: ファーフィールドの測定データ 

 B: ニアフィールドの測定データ 

 ドロップダウンリスト： Merge B to A 

 周波数：［準備］で計算した境界周波数（fm） 

設定値を書き込んだら、Generateボタンをクリックします。 

Fig. 15 

Fig. 14 
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SPL & Phaseボタンをクリックすると、合成された周波数特性が表示されます。Graphメニューから 1/24 

Smoothingを選択します（目的によっては
1/12や 1/6を選んでも良いと思います）。 

これで周波数特性の測定が完了しました
（Fig. 16）。図中⻘の曲線は SPLを、茶色
の曲線は位相を表しています。 

Save Allアイコンをクリックして、データを
保存します。 

ウォーターフォール・チャート

の作成 

 部屋の音響（壁・床からの反射音、共振、
定在波）を含めた特性を、3次元のチャート
に表します。 

準備 

スピーカーをシステム設計で定めた位置
に、マイクロフォンを聴取位置に設置しま
す。 

正弦波スイープ測定 

「スピーカーの周波数特性の測定」と同じ
要領で周波数特性を測定します。ただし、
反射音成分の除去やニアフィールド測定は
行いません。 

チャートの作成 

メイン画面のWaterfallボタンをクリックします。画面にウォーターフォール・チャートが表示されます
（Fig. 17）。 

設定はデフォルト値のままで良いと思いますが、場合によっては Controlsアイコンをクリックしてパラメー
ターを表示させ、パラメーターを調整します。 

使用上の注意点 

REWはバグが多いと感じます。かなり頻繁にレビジョンアップが行われているので、常に最新のレビジョン
をインストールするようにします。 

 

［END OF DOCUMENT］ 
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